
第 14 回コーディネーター養成講座から考えたこと 

 

平成 29年 6月 22日に第 14回肝炎治療（医療）コーディネーター教育セミナーを開

催した。特に実りのある会となった。まず、コーディネーターの発表をコーディネータ

ーが司会進行したことである。いままで、模索しながらやってきたが、やっときっかけ

がつかめたセミナーとなった。セミナーでは肝炎患者の掘り起こしをずっとテーマとし

ているが、肝炎医療コーディネーターの役割を模索する場でもある。 

 

1. 肝炎の掘り起こしでは、肝炎シールをどのように利用していくか、まだ戸惑ってい

るようである。院外薬局、コーディネーターに配布したが、広がりが今一つである。

一方、新別府病院では有効に利用しているようである。要はそのグループの長が‘利

用しよう’という‘意志’をまず持つことが重要と考えられる。いかに無料検査に

結び付けていくかも考えなくてはと思う。 

 

2. 肝炎医療コーディネーターの役割は多岐にわたる。今回はコーディネーターの皆さ

んの議論からその役割の輪郭が見えてきたようである。今回の議論で見えてきたも

のは 

① 新別府病院型・・・・・・・ソーシャルワーカー型 

② 鶴見病院型・・・・・・・・検診保健師型 

③ 大分日赤病院型・・・・・・専門病院型 

④ 杉谷診療所型・・・・・・・肝臓専門医クリニック型 

⑤ 内科阿部医院型・・・・・・一般クリニック型 

⑥ 三好循環器型・・・・・・・透析クリニック型 

⑦ 企業型・・・・・・・・・・職域検診型 

それぞれの病院・クリニック・事業所でその役割は大きく異なっており、今後この型の

輪郭をはっきりさせれば、医療コーディネーターの役割もおのずと見えてくるだろう。 

行政保険師さんの出席が 0でした。何か妙案は？ 

 

3. 棚橋先生のお話は高齢化の著しく進んだ地区での、奮闘記でした。DAAs 治療され

た患者さんの感想は最高でした。医療が進むと市井に生きる患者さんが幸せになる

という一端を示してくれました。また、地域で生きている人たちの発する言葉の力

に惹きつけられ、肝炎治療の進歩にも関わっていける医療従事者は幸せであると感

じました。 
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